
明

治
前

期
の

用

語
「
応

為」
「
応

有」

こ
と
ば
の
変遷の
時
代区
分は 、
こ
れ
まで 、
話し
こ
と
ば
の
変遷に
重

き
をお
い
て
な
さ
れ
て
ぎた
よ
うに
思う 。
中で
も
文
法の
変遷に
重
きが

お
か
れた
の
は 、
類
型
的・
沃
則
的な
把
握に
便
利だ
とい
う
事
情に
よ
る

もの
で
あ
ろ
う 。
しか
し
こ
の
論
文
で
は、
書
き
こ
と
ば
の
用
語を
取
り
あ

げ
よ
う
と
する 。
い
わ
ゆ
る
普
通
文と
呼ば
れ
明治
時
代に
ひ
ろ
く
流
行し

た
害
きこ
と
ば
を
対
象と
し 、
焦
点を 、
使
用さ
れ
る
期
間の一煩かっ
た
と

思わ
れ
る
二
三の
用
語に
し
ぼ
ろ
う
と
思
う 。
題自に
明
治
前期と
書い
た

の
は、
い
わ
ゆ
る
時
代区
分
を
示
すた
め
の
名
称
で
は
な
く、
明
治
元
年

ご
ろか
ら
明
治二
十
年ご
ろ
ま
で
を一
括
し
て
呼ぶ
た
め
の
便
宜
的な
名
称

に
す
ぎ
ない 。
現
代の
話
し
こ
と
ば
な
い
し
は
書
き
こ
と
ば
の
変
遷
を
全
体

的に
明らか
に
する
た
め
に
明
治
時
代を
ど
う
区
分す
る
か
と
い
う
問
題

は
、

す
で
に
一

往
の
結
論
が
山山
て
は
い
る
も
の
の
(
1)、

詳
細
は
明
治
時
代

の
言
語
現
象の
偶
別
的
な
研
究
が
数
多
く
積
み
重な
っ
て
か
ら
の
課
題で
あ

ろ
う 。さて

明
治
前
期の
普
通
文は
現
代文語
文の
系
列の
古い
様
式に
属し 、

そ
の
典
型
は
戦
前
の
法
律
の
条
文
で
あ
っ
た
と
思
う
(
2)
。

法
律
の
条
文
は

比
較
的
早
く
そ
の
文
体
と
用
語
が
固
定
し
て
、

安
定
し
た
姿
を
長
く一
示
し
つ

に
つ

い

て
字
削)
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見見

坊す

豪ミ

紀t

づ
けて
きた 。
た
と
えば
明
治
十三
年
七
月に
公
布さ
れ 、
同
十五
年一
月

か
ら
実
施
さ
れ
たい
わ
ゆ
る
旧
刑
法の
条
文
を
見て
も

第三
百六
十六
条
人ノ
所
有物ヲ
籍取シ
タル
者ハ
籍
盗(3)
ノ
罪

ト
為シ
二
月以
上
四
年以
下ノ
重
禁
鋼-一
処ス

第三
百
七
十
八
条
人ヲ
脅
迫シ
又ハ
暴
行ヲ
加へ
テ
財
物ヲ
強
取シ

タル
者ハ
強
盗ノ
界ト
為シ
続
懲
役-一
処ス

の
よ
うに 、
戦
前の
現
代法
律
文と
ほ
とん
ど
変わ
ら
ない 、
とい
う
印
象

を
受
け
る
。
〔
引
用
文
は
便
宜
上
す
べ
て
新
字
体と
寸
る
。〕

明
治
前
期の北口
通
文は
文
体
上か
ら一
に
硬
文
休と
も
呼ば
れ(4) 、
公

用
文
を
別
に
す
れ
ば、

議
論
文
に
そ
の
代
表
的
な
姿
を
あ
ら
わ
す
。

新
聞
・

雑
誌の
社
説 、
時
事
評論 、
投
書 、
論
説記
事など
が
そ
れで
ある 。
その

他、

学
術
論
文
・

実
用
的
説
明
文
お
よ
び
小
説
な
ど
に
も
こ
れ
に
準
じ
て
扱

う
べ

き
も
の
が
多
い
。

明
治
前
期の
普
通
文の
文
法は 、
い
わ
ゆ
る
「文
法上
許
容ニ
関ス
ル
事

項
」

を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
現
代
の
文
語
文
法
の
通
則
に
従
う
も
の
と
考
え
ら
れ
、

と
り
た
て
た
特
色
が
あ
る
と
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
実
際
は
こ

れに
反し 、
こ
まかに
見て
ゆ
くと
か
な
りい
ち
じ
る
しい
特色を
持っ
て

い
る
こ
と
に

気
が
つ
く
。
一

見
し
て
明
ら
か
な
も
の
の
い
く
つ
か
を
列
挙
し

て
み
よ
う
。



明治前期の用語「応為J r応有」について

T

動
詞
の
格
助
詞
の
支
配
に
特
異
性
が
ム
と
め
ら
れ
る(
5)
。

ω-一
下
ラ
ス

其
妻
子
ヲ
ムロ
ス
レ
パ
全
国
僧
徒
ノ
種
類
-一

属
ス
ル
モ
ノ
五
十
四
万
人
ニ

下

引
利
(
福
沢
諭
吉
『
西
洋
事
情
』

二一
編
二
お
ウ

明

治
3
年

刊
〔
傍
線

は
見
坊 、

以
下
同
じ
〕(
6))

側
ヲ
賛
成
シ

土
肥
二
落
モ
亦
奉
還
ノ
議
ヲ
賛
成
シ
明
治
二
年
正
月
四
藩
連
署
シ
テ
版
籍

奉
還
ヲ
請
フ
(
渡
辺
修
次
郎
『
明
治
開
化
史
』

7
ぺ

明
治
日
年
刊)

削
ヨ
リ

外
ナ
ラ
ズ

国
君
ト

雄
見
同
類
ノ
人
ノ
ミ

偶
然
ノ
生
誕
ニ
由
テ
君
長
ノ
位
ニ

居
ル
者
歎

又
ハ
一

時
ノ
戦
争-一
勝
テ
政
府
ノ
上

三
ぷ
ツ
者
ヨ
リ

外
ナ
ラ
ズ
(
福
沢
諭

吉
『
文
明
論
之
概
略
』

五
日
オ

明
治
8
年
許
可)
(
7)

2

現
代
文
語
に
な
い
サ
行
変
格
動
詞
が
自
由
に
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の

若
干
例
を
あ
げ
れ
ば(
8) 、

a

現
在
は
体
言
と
し
て
使
う
も
の

ヲ
異
議
ス
(
尾
崎
三
郎)

ヲ
感
党
ス
(
福
沢
諭
吉)

ヲ
規
格
ス
(
藤
田
茂
吉)

ト
疑
問
ス
(
松
田
道
之)

ヨ
リ

歳
入
ス
(
山
田
俊
蔵
・

大
角
豊
治
郎)

習
慣
ス
(
加
藤
弘
之)

ニ

典
型
ス
(
伊
藤
博
文)

ニ

藩
扉
ス
(
山
田
・

大
角)

を
封
建
す
(
田
口
卯
吉)

b

現
在
は
状
言
(
9)
と
し
て
使
う
も
の

ω
因
循
ス
(
山
田
・

大
角)

永
久
ス
(
福
沢
諭
士口)

ニ

従
順
ス
(
福
沢
諭
吉)

ヲ
鄭
重
ス
(
副
島
・

後
藤
・

板
垣)

に
熱
心
す
(
田
口
卯
吉)

ヲ
皮
相
ス
(
福
沢
諭
吉)

間
鋭
意
ス
(
渡
辺
修
次
郎)

欣
然
ス
(
山
田
・

大
角)

黙
々
ス
(
稲
沢
諭
吉)

ヒキヲグカ

ヲ
陸
続
ス
(
小
幡
惜周
次
郎)
(
ω)

私
の
印
象
で
は 、

学
術
論
説
文
的
言
語
作
品
に
佼
わ
れ
た
サ
行
変
格
動
詞

の
う
ち
で
特
に
し
ば
し
ば
目
に
と
ま
っ
た
の
は 、
「
概
ス
」(
U)

「
刺
衝
ス
」(
ロ)

「
消
ス
」
「
熱
心
ス
」
「
皮
相
ス
」

な
ど
で
あ
っ
た

。

3

格
助
詞
「
を
」

を
介
す
る
サ
行
変
格
動
詞
の
う
ち 、

現
夜
は
使
わ
れ

な
い
も
の
が
あ
る
。

人
心
ヲ
感
動
シ
(
渡
辺
情
次
郎)

価
ヲ
下
落
ス
ル
(
小
幡
篤
次
郎)

敵
力
を
挫
折
シ
テ
(
西

周)

気
力
ヲ
消
滅
ス
ル
(
福
沢
諭
吉)

民
心
ヲ
動
揺
ス
ル
(
福
地
源
一

郎)

智
識
ヲ
発
達
ス
ル
(
凶)

(
木
村
熊
三)

現
在
な
ら 、

す
べ
て
「

・

さ
せ
る
」

と
書
く
と
こ
ろ
で
ら
る
。

以
上 、

格
助
詞
の
支
配
お
よ
び
サ
行
変
格
に
関
す
る
現
象
に
つ
い
て
は 、
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た
ん
に
そ
の
動
詞
だ
け
を
取
り
出
し
て
調
べ
る
に
と
ど
ま
ら
ず、

広
く
連
語

形
式
の
観
点
か
ら
な
が
め
わ
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
て、

文
法
記
述
の
詳

細
を
期
す
る
た
め
に
は、

英
文
法
に
い
わ
ゆ
る

8
=
2
2
5
ロ

の
分
野
に
ま

で
視
野
を
広
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、

殺
列
の
助
詞
「
i
な
り
t
な
り
」

の
頻
出(
日、

仮
定
の
「
な

ば
」

の
多
用
百)、

一

段
・
二
段
活
用
の
動
詞
へ

「
り
」

が
接
続
す
る
(
凶)
こ

と
な
ど
の
現
象
も
目
立
っ
て
い
る
。

以
上、

文
法
と
い
っ
て
も、

か
な
り
個
別
的
な
問
題
に
ふ
れ
て
き
た
。

江

戸
時
代
の
文
語
文
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
部
面
も
多
い
。

が、

総
括
し

て
な
が
め
る
な
ら
ば
、

明
治
前
期
の
普
通
文
の
文
法
も
一

往
問
題
と
し
て
取

り
あ
げ
る
ね
う
ち
が
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

特
に
、

書
き
こ
と
ば
の
文

法
史
に
大
き
な
断
層
が
あ
る
現
在
そ
の
感
が
深
い
。

そ
の
怠
味
で
今
は
問
題

の
所
侃
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

と
も
ゐ
れ、

右
に
の
べ
た
よ
う
な
特
異
点
の
ほ
か
に
、

表
記
・

用
語
・

印

刷
・

製
本
の
末
に
至
る
ま
で
も
ろ
も
ろ
の
特
殊
性
が
か
ら
ん
で

く

る

た

め

に
、

明
治
前
期
の
普
通
文
の
様
相
は
一

見
し
て
独
得
な
複
維
さ
を
示
す
の
で

あ
る
。

さ
て、

用
語
の
変
遷
と
い
う
観
点
か
ら
い

え
ば、

明
治
維
新
当
時
の
お
び

た
だ
し
い
新
造
語
が
ど
の
よ
う
な
経
路
を
た
ど
っ
て
今
日
の
安
定
し
た
(
?)

形
に
到
達
し
た
か
、

と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

は
じ
め
に
あ
げ
た、

動

詞
の
格
助
詞
支
配
と
か
サ
行
変
格
動
詞
な
ど
の
問
題
も
こ
の
観
点
か
ら
考
え

直
す
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
時
点
に
お
い
て
一

定
の
範
閲
の
言
語
作
品
を
対

象
と
し
た
議
案
調
査
を
行
な
っ
た
と
き、

こ
れ
を
現
代
語
と
比
較
す
る
こ
と

に
よ
っ
て、

両
者
の
一

致
の
度
合
い
が
た
し
か
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
比

較
を、

異
な
る
時
点
に
つ
い
て
幾
度
か
く
り
か
え
す
こ
と
に
よ
り、

わ
れ
わ

れ
は
明
治
以
後
の
用
語
状
態
が、

ど
こ
で
ど
の
程
度
ま
で
現
代
語
と
一

致
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を、

は
っ

き
り、

し
か
も
数
量
的
に

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
操
作
が
行
な
え
る
た
め

に
は、

何
よ
り
も
ま
ず
台
帳
と
な
る
べ

き
語
葉
衣
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

残
念
な
が
ら
己
の
よ
う
な
目
的
に
か
な
う
完
全
な
語
葉
氏
は
で

き
て

い

な

い
。

わ
ず
か
に
『
明
治
初
期
の
新
聞
の
用
語
』

に
収
め
ら
れ
た
「
郵
便
報
知

新
聞」

の
語
集
表
が
利
用
で
き
る
に
す
ま
な
い
(
げ
な

今
は
そ
の
よ
う
な
客
観
的
な
比
較
を
は
な
れ、

ま
た、

時
代
色
ゆ
た
か
な

「
因
循
姑
息
」
「
文
明
開
化」

な
ど
の
新
造
語
ゃ、

時
代
と
と
も
に
う
つ
り
か

わ
る
は
ず
の
制
度
名
・

事
物
名
(
「
太
政
官
」
「
伝
信
機」
「
煉
化
石
」

な
ど
)

を
も
は
な
れ、

事
者
の
せ
ま
い
主
観
に
う
つ
っ
た
一

二
の
な
に
げ
な
い
、

見

す
ご
し
や
す
い
用
活
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
と
思
う
(
日)
O
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以
下
に
報
告
し
よ
う
と
す
る
の
は、

明
治
前
期
に
特
有
で
し
か
も
使
用
期

間
も
比
較
的
短
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
一

群
の
用
語
で
あ
る
(
1
1

こ
れ
ら
の
用
語
に
共
通
し
て
い
る
点
は
活
構
成
に
あ
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
「
ま
さ
に

す
べ
し
」

と
訓
読
し
う
る
。

今、

使
用
度
数
の
多
か
っ
た

おうい

おうゅう

こ
と
な
ど
の
照
巾
で
「
応
為」
「
応
有」

を
こ

の
一

群
の
代
表
活
と

し

ょ

、
コ(
2)
。

さ
て、

『
郵
便
報
知
新
聞
』

明
治
十
一

年
四
月
四
口
付
け
(
第
一

五
五
六

号)

の
社
説
欄
に、

次
の
よ
う
な
論
説
が
見
え
る
。

題
目
は
つ
い
て
い
な
い

が、

参
政
権
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。
「
応
為
」
「
応
有」

の
雨
語
が
ほ
と
ん



ど
対
を
な
して
さか
ん
に
あ
ら
わ
れ
る
点に
注
目
さ
れ
たい
す) 。

(
t

略)

凡
ソ
世
間-一
ハ
応
ニ
有
ル
ヘ
キ
ノ
事
ア
リ

応-一
為
ス
ヘ
キ
ノ

事
ア
リ

-P一
和
小
~
恥
ハ
事-一
円-
F
-F
戸
F
h'
ト
ι
~
L
い
跡
小
卦
件
ムハ

ト
卦
恥-一
品仇
h
ト
恥-一
ん
あ
~
キゃ
ん
事-一
れ-戸
-b
R
b
れ
い
仇
~
ir
ぃ

亦タ
変
例ノ
ミ
其ノ
常-一
非ル
ナ
リ
放-一
応
有ノ
事ハ
変
例
非
常ノ
為-一

其ノ
応
有タル
性
質ヲ
変セ
ス
応
為ノ
事ハ
其ノ
変
例
非
常ノ
為ニ
亦タ

其ノ
応
為ノ
性
質ヲ
変セ
ス
今
夫レ
父
母アル
ノ
人ハ
応-一
兄
弟
有ル
へ

シ
是
レ
応
有
ノ
事
ナ
リ
然
レ
足
或
ハ
兄
弟ナ
キ
者
ア
ラン
是
レ
則チ
変
例

ナ
リ

(
中
略)

今
夫
レ
人
民
参
政
ノ
事
ハ
是
レ
応
存
ノ
事
カ
将
夕
刻

尉凶作
ノ
事
カ
人
民

有
テ
政
府
有
リ

政
府
有
テ
人
民
有
ル
-一
ア
ラ
サ
ル
ハ
人
皆
之
ヲ

知
ル
余
輩

ハ
断
定
ス
人
民
ノ
参
政
ハ

是
レ
応
有
ノ
事
ニ
シ
テ
不
応
有
ノ
事-一
ア
ラ

サ
ル
ヲ
(
中
略)

又
参
政
ハ
是
レ
人
民-一
在
テ

刷剥
ノ
事
タ
リ

今
是
ノ
凶

剥
ノ
事
ヲ
為
サ
、

ル
者
ハ
何
ソ
ヤ
之
レ
蓋
シ
能
ハ
サ
ル
ノ
ミ

為
久
山
-一
ハ

ア
ラ
サル
ナ
リ
然ラハ
則チ
人
民ハ
刷剥ノ
事ヲ
為ス
者
ト
見
倣スヘ
シ

平一
人
民
参
政
ハ
邦
国
ニ
於
テ

国ず
ノ
事
タ
リ

人
民-一
在

テ刑期
ノ
事
タ

リ
(
下
略)

論
旨
は 、
人
民に
は
当
然
参
政
権が
あるべ
きの
み
な
ら
ず 、
そ
れ
は

自
由に
行使
すべ
き
もの
で
あ
り 、
参
政
が
実

現し
ない
の
は
政
府の
圧
迫に
よ
る
もの
で
あ

る 、
とい
うこ
とに
尽
きる 。

こ
の
社
説の
全
文で
さか
ん
に
使
わ
れてい

る
「
応
為」
「
応
有」
な
どの
出
現
度
数を
調

べ
て
み
る
と
表の
と
お
りで 、
異
常な
ま
で
の

明治前期の用語「応為J í応有」について

l為 有|計
応 I 10 17 I 27 

不応l 0* 2 I 2 
110 19 1 29 

・この数字の意味につL

ては注4を参照。

使
用ぶ
りで
ある 。
ち
な
みに
全文は二
十五
字詰め
七
十八
行 、
執筆
者

は
不
明で
ある 。
しか
し 、
当
時の
編集
陣は
主
幹
藤田
茂
吉 、
主
唱矢
野

文
雄 、
印
刷
長
栗
本
鋤
妥らの
下に 、
箕
浦
勝
人 、
牛
場卓
造 、
犬
養
毅 、

尾
崎
行雄な
ど 、
お
もに
福
沢
門
下の
人
材が
活
躍して
い
たか
ら 、
その

人た
ちの
執
筆に
か
か
る
もの
で
あ
ろ
う
す) 。
ま
れに 、
署
名人
りの
社

説が
出て
「
小
幡
篤
次
郎
稿」
と
あっ
た
り
する 。

さて
「
応
為」
「
応
存」
は
何と
読むべ
きで
あ
ろ
うか 。
結
論を
先に

一言う
な
ら
ば 、
「
応
為」
「
応
有」
は品回読
して
さしっ
か
え
ない
語で
ある

と
思う 。

いっ
たい
語の
読み
を
その
場その
場で一
意
的に
きめ
る
とい
うこ
と

は 、
現
代
共
通
語の
書
きこ
と
ばで
もむ
ずか
し
い
こ
と
が
多い 。「
明日」

に
「ア
ス」
「ア
シ
ク」
「ミョ
ウニ
チ」
の
三
種
類の
読み
方が
あり
う
る

こ
と
は
わかっ
て
い
て
も 、
与
えら
れた
文
脈の
中で 、
は
た
して
どの
読

み
方
をと
るべ
きか
判
断に
苦
し
むこ
と
が
多い 。
「ヒ
トコ
ト」
「イチゴ

ン」 、
「イチ
ゲン」
「イチゴ
ン」
に
して
もそ
うで
ある 。
一
般
論と
し

て
は 、
きめ
手と
な
る
もろ
もろの
参
考
材
料ない
し
は
補
助
情
報
もな
し

に 、
あ
ら
ゆ
る
場
合に一
意
的
な
読み
が
きま
り
う
る
もの
か
ど
うか 、
ま

た
きめ
る、必
要が
ある
の
か
ど
うか 、
も
問
題と
な
る 。
ど
ち
らに
読ん
で

も
少し
も
さ
しっ
か
えの
ない
場
合
もある 。
文
字が
記
号
的に
用い
ら
れ

てい
る
場
合な
ど
は 、
読み
を
媒
介と
し
ない
で 、
直
接に
文
字が
意
味を

喚
起
する
こ
と
も
ある 。
ス
イッ
チの
「入」
「切」
な
ど
は 、
し
ろ
うと

に
は
その
程
度の
もの
で
し
か
ない 。
こ
の
よ
う
な
場合に
は
「
読む」
必

要は
ない 。

しか
し
なが
ら
そ
れに
もか
か
わ
ら
ず 、
わ
れ
わ
れ
は
特殊
な
場
合は
別

87 



と
して 、
現
実に
は 、
書か
れた
語に
つ
い
て
読み
を
正
し
く
指
定する
こ

と
が
で
きる
と
思い 、
事
実ま
た
大
部
分の
語に
つ
い
て
そ
うしてい
る 。

こ
れ
は 、
読み
の
指
定を
可
能に
する
多くの
よ
り
どこ
ろ
を
持っ
て
い
る

か
らで
ある 。
い
な 、
持っ
て
い
る
と
思っ
て
い
る
か
らで
ある 。
その
大

部分の
根
拠は 、
よ
し
主
観
的で
あ
や
ふ
や
な
もの
で
あるに
もせ
よ(6) 、

と
に
か
く
わ
れ
わ
れ
は 、
日
常
語に
関
する
限り
お
お
むね
確
信
を
持っ
て

読み
を
指
定す
る 。
学
校
教
育
を
通じ
て
学
習し
た
語に
つ
い
て
そ
う
で
ら

る
ばか
りで
な
く 、
そ
れ
以
外の
語に
つ
い
て
も
そ
う
で
ある
と
い
うこ
と

は 、
社
会
生
活の
い
ろい
ろ
な
場
面
を
通じ
て
学
習
する
と
い
うこ
との
ほ

か
に 、
もっ
と
もら
しい
根
拠に
もと .つ
い
て
類
推
する
技
能を
持っ
て
い

る
こ
と
が
背
景に
ある
か
らで
あ
る 。
しか
し
家
庭や
学校や
社
会に
お
け

る
各
倒
人の
学
習
成
果はか
な
ら
ず
し
も一
様で
な
く 、
類
推の
根
拠と
方

向
もま
た
人に
よ
り
異な
る
の
で 、
結
果と
し
て
は
語
形の
ゆ
れ
が
日
常語

に
お
い
て
さ
え
少ない
と
はい
え
ない
状
態で
ある 。
(
「シ
サ」
「ジ
サ」

〔
示
唆〕 、
「カ
ツ
テ」
「カッ
テ」
〔
曽〕な
ど 、
な
ど)

問
題
を
元に
もど
し
て 、
明
治
前
期の
言語は 、
た
し
かに
現
代語の
直

・
接の
血
筋に
つ
な
が
る
もの
で
は
ある
が 、
次の
よ
う
な
点で
事
情が
困
難

と
なっ
て
くる 。

お
よ
そ
百
年
に

近
い

年
月
を
経
て
い
る
た
め
に
、

明
治
初
期
の

言
語

生
活
を
直
接
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

特
に
、

任
意
の

語
形
の

読

み
を
指
定
する
さい
に
陰の
力と
たっ
て
は
た
ら
く
類
推の
し
か
た
が

わ
か
ら
な
レ
。

ヘ

ボ
ン
の

初
版
で

「
発
雪
己

主
O
叶印
N・

8
Z)

「
発
熱
」

(ZO叶日N
Z
dN)
が
わ
か
り 、「
発
泡」(江〉叶印N
g)「
発
明」(Z
E印N'

g何回)
が
わかっ
て
も 、

だか
ら
と
い
っ
て 、
「
発
熱」
「
発
途
」
「
発

議」
「
発
病」
な
ど
が
す
ぐ
類
推で
きる
とい
う
わ
け
に
はい
か
ない 。

(ヘ
ボン
に
よ
れば 、
こ
れ
ら
は
それ
ぞれ「ホ
ツ
ガ」
「ハ
ッ
ト」「ハ

ツ
ギ」
で
ある 。
「
発
病」
は
各
版と
もの
せ
て
い
ない 。)

2
辞
書
類に
出てい
る
語は
有
益な
材
料で
は
ある
け
れ
ど
も 、
きわ

めて
限
ら
れ
た
数に
と
ど
まる 。
ま
た 、
辞
書ど
う
し
で
読みの
指
定

の
くレ
ちがっ
てい
る
もの
が
あ
り(7) 、
くい
ちがい
の
中に
は 、

明らか
に
類
推の
根
拠の
ずれに
もとづ
く
もの
が
ある(8) 。

3
ル
ピ
は
た
よ
りに
なる
か
ど
うか
とい
えば 、
無い
よ
り
は
ま
し
だ

が 、
む
やみに
飛びつ
くの
は
あぶ
ない
す) 。

4
本
文 、
ル
ピ
の
い
ず
れに
も
誤
植の
可
能
性が
あ
り 、
総ル
ピっ
き

の
文
章で
は 、
こ
とにル
ピ
の
部
分に
矛
盾や
疑
問が
出
て
き
や
す

い 。
し
か
し一
般に
誤
植と
認
定する
た
めに
は 、
よ
ほ
どの
調
査が

必
要で
ある(印) 。
それとい
うの
も 、
誤
植と
断
定で
きる
だ
けの

言
語
経
験や
個
別
的な
知
識を
わ
れ
わ
れ
が
豊
富に
持た
ない
か
ら
で

為る 。
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5
もっ
と
こ
まっ
たこ
とに
は 、
明治
前
期に
は
読み
の
変
異や
変
遷

が
は
げしかっ
た
百三
こ
とに 、
語
形が
ほ
ぼ
安
定に
近づ
く
明
治

二
十
年
代ま
でに
は 、
用語
その
もの
の
は
げしい
交
替がこ
れに
と

もなっ
た 。

6
いっ
そ
うこ
まっ
たこ
とに
は 、
苦
心し
て
きめ
た
語
形が 、
結
局

紙の
上だ
けの
臨
時
的な
漢
字の
組み
合わせ
なの
か 、
そ
う
音
声化

し
て
き
しっ
か
え
ない
もの
なの
か 、
などの
判
定に
苦し
むこ
と
で

あ
る 。

以
上の
諸
点を
考え
合わせ
る
と
き 、
現
代
語の
感
覚だ
けに
た
よっ
て



何と
な
く
事を
処理
する
の
は 、
理
論
上
も
実
際
上
も
許さ
れ
ない
こ
と
で

あ
る 。
白
紙の
状
態に
か
え
り 、
わか
り
きっ
た
こ
と
もい
ちい
ち
入
念に

吟
味し 、
し
か
るべ
き
参
考
資
料を
参
照し 、
同
類の
現
象
を
広
く
内
部
外
部

か
ら
採し
もと
め
るこ
と
が
必
要で 、
そ
う
な
る
と 、
本
質的に
は
万
葉
集

の
訓
話の
作
業と
手
順は
き
し
て
変わ
ら
ない 。
明
治
前
期の
ば
あい
は 、

そ
れだ
けの
手
数をつ
く
し
て
もなお
かつ一
意
的に
は
きま
ら
ない
場
合

も
多い
の
で
ある 。

い
ま
当
面の
「
応
為」
「
応
有」
に
立
ちか
えっ
て
い
う
な
ら
ば 、
い
ろ

い
ろ
の
状
況が
音読
説に
有利で
ある 。

-
訓
読
すべ
き
積
極
的な
目
印 、
た
と
えばル
r 、
返り
点 、
送
り
が
しろし

な
な
ど
が
ない 。
その
点で
「
勉
強
耐忍
百
折
不レ
鏡」
(
阪
谷
索)

「
是
不
論シ
テ
可
ナ
ラン」
(
同
人)
な
ど
と
同
列に
は
論じ
ら
れ
ない 。

2
「
応
有タル
性
質」
の
存
在は
訓
読
説に
い
ちじる
し
く
不
利で
あ

る 。

明治前期の用語「応為J f応有」について

3 
もし
「
不
応
有」
を
音
読し
て
よい
もの
な
ら 、
「
応
有」
「
応
為」

も
当
然立回
読
し
た
く
な
る 。
とこ
ろ
で
法
律
用語の
「
不
応
為」
は
二

合
符がつ
い
て
い
る
か
ら
明らかに
音読
すべ
き
語で
ある 。
そ
れ
な

ら「
応
為」は
当
然
音読
し
て
さ
しっ
か
え
ない 。
と
す
れ
ば 、
振り
合

い
か
らいっ
て 、
「
応
有」
も
音
読
すべ
き
語と
な
る 。
(「
不応
為」

に
つ
い
て
は
後
述
参
照)

「
応
為」
「
応
有」
は 、
引
用文の
冒
頭に
「
応に
為
すべ
き
事」
云

々
と
説
き
起こ
し
た
ゆめと
を
受け 、
その
骨
一軒
zv
じ
い
ち
現わ
れ
て
い

る
の
で
は
ない
か 、
と
亨える
と
き 、
『
新
律
術
保』(ロ}
(
明
治三
年

公
布)
の
次の
よ
う
な
例は
よい
参
考に
な
り
そ
うで
ある 。

4 

事
応レ
奏
不レ
奏

凡
軍
務 。
ー
其
他 。
事
奏ス
可
ク
シ
テ
奏セ
サル
者ハ 。
杖
七
十 。
上

司ニ
申ス
可
ク
シ
テ 。
申セ
ス 。
下
司ニ
行ス
可ク
シ
テ 。
行セ
サル

者ハ 。
答三
十 。
l
若γ
日ニ
奏シ 。
巳ニ
申シ
テ 。
回報ヲ
待タ

ス 。
徹
ク
施
行スル
者ハ 。
並-一

利割引刷ノ
罪-一
向 。
一
郎川
律)

5
意
味
上
「
ま
さに
-
すべ
し」
の
構
成を
持つ
同
類の
語が
あ
り 、

そ
れ
ら
はい
ず
れ
も
音
読
し
て
よい
語で
ある 。
同
類の
語
を
列
挙す

ヲ心
ル」、

ω
応
務

此ノ
僅々
ノ
数
句ヲ
以
テ
聖
賢
応
務ノ
職分ヲ
総
括シ
テ
克ク
其
種
奥

ヲ
説
明ン
(
大
林
党
太
郎
投
書
『
郵
便
報
知
新
聞』
明
治
十一
年三
月

四
日)

倒
応
禁(
法
律
用語)

改
定
律
例
得
遺
失
物
条
例(臼)の
うち

第二
百
八
十五
条
凡一
切
応
禁ノ
物ヲ
得レハ 。
遺
失 。
及ヒ
環
蔵 。

若クハ 。
沈
没ヲ
分タス 。
一
体-一 。
官二
没入ス(
日 。

ま
た 、
改
定
律
例
与
囚
金
刃
条
例に
は 、

第三
百
十
三
条
凡
獄
卒 。
金
銭 。
其
他
応
禁ノ
物ヲ
伝
逓シ
テ 。
医ニ

キンゼイ

与フル
者ハ 。
逮l令l
重-一
間フ 。
(
下略)

と
ある 。
こ
の
左ル
ピ
は
司
法
省
刊
行の
原
本に
もつ
い
てい
る
か
ら 、
こ

こ
だ
け
は
始め
か
らル
ピ
が
あっ
たの
で
あろ
う(
さ。

なに

以
上
「
応
何」
の
構
成
を
持つ
当面の
用語は 、
主
題の
「
応
為」
「
応

有」
も
含め
て
四
種で
ある 。

なに

次
ぎに
「
当
何」
の
用
例
を
あ
げる 。
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同

当
行

総-
ア
一

国
ノ

上
等
社
会
ニ

列
ス
ル

学
者
紳
士
ガ
応
務
ノ
職
分
当
行
ノ
責

任
ナ
リ
ト
云
可
ソ
(
大
林
党
太
郎
役
苫

前
刷
新
聞

同
日
付
け)
(
凶)

削

当
務

裁
判
の
法
は
開
闘
の
始
よ
り
世
に
行
な
わ
れ
て
、

之
を
遵
奉
す
る
は
世

人
当
務
の
織
分
な
り、
(
福
沢
諭
士口
『
西
洋
事
情
』

外
編
巻
之
一

慶
応

3

年)
(
げ)
〔
引
用
は
宕
波
版
全
集
に
よ
る
〕

各
自
小
利
ヲ
営、、、、

i
往
日
ノ
旧
習
ニ

依
テ、

現
今
ノ
当
務
ヲ
処
ス
。

(
渋
沢
栄
一

「
会
社
弁
叙
」
『
明
治
文
抄
』
〔
明
治
凶
年
刊
〕
収
録)

為
政
者
当
務
ノ
事
業
来
ヨ
リ
多
シ
(
尾
崎
行
雄
投
書
「
郵
便
報
知
新
聞
」

明
治
十
一

年)

抑
も
氏
の
文
学
上
に
係
る
最
初
の
著
作
は、

政
府
の
当
務
と
題
す
る

者
に
し
て、

l
(
松
島
剛
訳
『
斯
辺
瑛

社
会
平
権
論
』

中
の
「
斯
氏

小
伝」)
{
国)

以
上、

「
ま
さ
に

す
べ
し
」

の
構
成
を
持
つ

用
語
は
全
部
で
六
種
で
あ

る
。

用
例
も、

知
り
得
た
限
り
ほ
ぼ
全
部
を
あ
げ
た
(
凶)
。

っ.
つ
い
て
法
律
用
語
「
不
応
為」
に
ふ
れ
よ
う。

間

不
応
為

「
不
応
為
」

と
い
う
名
称
は、
明
治
円以
初
の
ま
と
まA
た
刑
法
『
新
作
綱

舵
』

(
明
治
三
年
公
布)

雑
犯
律
に
見
え、

次
い
で
そ
の
改
正
法
で
あ
る、

『
改
定
作
例
』

(
明
治
六
年
公
布)

に
あ
ら
わ
れ
る
名
称
で
あ
る
。

こ
の
罪

名
を
設
け
た
精
神
は
『
新
律
綱
領
』

の
条
文
に
明
ら
か
な
の
で、

ま
ず
『
新

律
綱
領
』

を
引
用
す
る
。

不
応
為

凡
律
ニ

E
条
ナ
シ
卜
敗
モ
。

情
理
-一

於-
ァ
。

為
ス
ヲ
得
r
カ
ラ
サ
ル
ノ
事

ヲ
為
ス

者
ハ
。

答
三
十
。

事
現一
重
キ
者
ハ
。

杖
七
十。

「
不
応
為
」

と
い
う
の
は、
「
不
応
得
為
」

の
短
縮
形
で
あ
る
が、

こ
の
罪

は、

い
わ
ぷ
「
そ
の
他
」

に
当
た
る
罪
で
あ
る
。

『
改
定
律
例
』

で
は、

こ

れ
を
三
条
に
分
け 、
「
不
応
為
条
例」
の
名
の
も
と
に
規
定
し
た。

第
二
百
八
十
九
条

凡
二
人
以
上。

同
ク
不
応
為
ヲ
犯
ン
。

首
タ
ル

者。

懲
役
三
十
日
ニ

一一枚
レ
ハ
。

従
ハ
。

懲
役
二
十
日
。
(
下
略)

第
二
百
九
十
条

凡
仏
像
ヲ
棄
銭
ス
ル

者
ハ
。

不
i
応
i
為
1
重
ニ

科
ス
。

第
二
百
九
十
一

条(
初)

凡
詑
言
怪
説
ヲ
流
伝
シ
。

及
ヒ
著
述
シ
テ
。

政
体

ヲ
妨
害
ス
ル

者
ハ
。

不
l
応
i
為
1
重
-一

科
ス
。

し
か
し
な
が
ら、

法
律
に
明
文
の
な
い
行
為
を
罰
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は

不
当
な
弾
圧
の
も
と
で
あ
る
か
ら、

こ
の
規
定
は
明
治
十
三
年
に
旧
刑
法
が

公
布
さ
れ
る
と
同
時
に
廃
止
さ
れ
た
。

同
法
第
二
条
に

法
律
-一

正
条
ナ
キ
者
ハ

何
等
ノ
所
為
ト
難
モ

之
ヲ
罰
ス
ル
寸
ヲ
得
ス

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

さ
て
「
不
応
為
条
例」
の
全
文
は
右
の
と
お
り
で
あ
る
が、
『
改
定
律
例
』

けい

ちょう

ママ

に
は、

「
不
応
為
」

と
そ
の
関
係
用
語
|
不
応
為
軽
・

不
応
為
重
・

不
応
軽

重

l
が
令
編
に

わ
た
り
十
二
か

所
に
あ
ら
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
罪
名
は
し

か
し
な
が
ら、

い
ず
れ
も
『
新
律
縞
領
』

の
対
応
す
る
条
文
に
見
あ
た
ら
な

レ
。

『
新
作
綱
領』
で
は、

禁
銅
そ
の
他
の
い
っ

そ
う
重
い
刑
罰
が
科せ
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
2
1

な
お、

『
改
定
作
例
』
へ
の
追
加
と
し
て
明
治
六
年
八
月
二
日
に
公
布
さ

れ
た
作
偽
律
小
偽
造
刷所
斗
秤
尺
条
例
に
は
、
「
情
経
キ
者
ハ

不
応
為
律
ニ

問
ヒ

軽
豆
ヲ
分
ツ
」

と
い
う
用
語
が
見
え
(
傍
点
は
見
坊)
、

事
実
『
雅
俗
渓
語{
子
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引
大
全
』
(
明
治
問
年)

に

も

フ
ォゥィ
，ヲ
ヒ
トノ
ミヂトラヌ

不
応
為
律

コ
ト
?
シ
!
?1
?
キ

と
あ
る
の
で
あ
る
が
(
空
、
『
改
定
律
例
』

で
の
正
式
の
名
称
は
「
不
応
為
条

例
」

で
あ
っ

た
。

も
っ

と
も、

『
新
律
綱
領
』

の

直
接
の

典
拠
と
な
っ
た
清

律
に
は
、
「
不
応
得
為
」

と
あ
り、

条
例
の
本
文
に
も
「
為
ス
ヲ
得
r
カ
ラ
サ

ル
ノ
事
」

と
あ
る
と
お
り、
「
不
応
為
」

も、

も
と
を
正
せ
ば
「
不
応
得
為
」

と
あ
る
べ

き
'も
の
で
あ
っ
た
お)
。

き
て
『
新
律
綱
領
』

『
改
定
律
例
』

な
ど
の
条
文
の
原
拠
が
、

源
流
を
さ

か
の
ぼ
る
と
清
律
に

由
来
す
る
こ
と
は
、
『
増
椅
訓
点
清
律
案
纂
』
(
明
治
7

年
刊)

の

序
文
に

ル

Z

セント

蓋

新
律
綱
領
。
文
簡

意
深
。
而
文
之
所
レ
自

則
清
律。

故

欲
レ
精-一

ル

ヲ
ル

タハ

エO

文
之
所
レ
自

意
之
所
τ
在

。
則
莫
レ
若
二

葉
纂
之
書一

2
オ)

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

つ
ま
り、

「
不
応
為
」

は
清
律
に
ま

で
引
き
つ
が
れ
た
中
国
の
刑
の
古
い
用
語
で
は
あ
る
が
、

明
治
の

刑
法
に
お

い
て
、

広
く
日
本
人
一

般
に
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
新
語
で
あ
っ

た
と
考
え
ら

れ
る
。

江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、

刑
法
の
条
文
は
部
外
秘
で
あ
っ
て
、

一

般

に
は
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
清
律
に
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
な
お
「
応
議
之
人
」

と
か
「
応
用
ノ

員
役
」

な
ど
の
語
が
為
っ
て
、

『
清
律
案
纂
』

で
は
こ
れ
ら
に
二
合
符
を
つ

け
音
読
す
べ

き
語
と
し
て
い
る
。

従
っ
て
、

当
時
の
法
律
の
専
門
家
に
と
っ

て
は、
「
応
為」
「
不
応
為
」

「
応
奏
」

な
ど
の

音
読
語
は
日
常
普
通
の
も
の

で
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
上
『
新
律
綱
領
』

の
罪
名
中
に
は
「
在
法
」
「
不
奏
不
申
」
な
ど
の
名

称
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
音
読
語
で
あ
る
こ
と
が
表
記
上
明
ら
か
で

明治前期の用語「応為J í応有」について

あ
る
。

ま
た
『
新
律
綱
領
』

の
罪
名
に
も
「
殺
三

家
三
人
こ

の
よ
う
に
、

題
目
と
し
て
は
訓

読
す
べ

き
で
あ
る
の
に
、

条

文
の
中
に
取
り

入
れ
ら
れ

る
と
、
「
殺
!

?
家
1
三
人
ヲ
以
テ
論
シ
」

の
よ
う
に
音
読
さ
れ
る
例
が
数
回

な
ら
ず
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
『
改
定
律
例
』

に
至
つ
て
は
い

っ

そ
う
は
な
は
だ
し
く、
「
凡
知

人
1
欲
l
告
l
而
1
首
ト
称
ス
ル
ハ
」
(
開
条)

「
雇
1
人
l
盗
i
家
1
長
l
財
1
物
t
者
ハ

此
限-一

在
ラ
ス
。
」
(
加
条)
「
不
i
持
l
兇
l

器
ヲ
以
テ
論
ス
。
」
(
切
条)
「
未
l
得
!
財
ヲ
以
テ
論
シ
」

(
ゆ
条)

「
知
l
情

1
寅
l
使
ヲ
以一
ア
論
ス
」

(
部
条)

な
ど
の

用
例
が

あ
る
。

ま

た、

『
改
定

律
例
』

の
罪
名
は
す
べ
て
『
新
作
綱
領
』

の

そ
れ
に

条
例
の

二
字
を

添
え

て
音
読
さ
せ
る

こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

た

と

え

ば

前

述
の

「
殺
三

家

三
人
こ

は、

「
殺
1
一
1
家
i一一
了
人
1
条
例
」

と
な
っ
て
い
る
た

ぐ
い

で

あ

る
2
3

こ
れ
ら
の
現
象
を
通
観
す
る
と
き、

法
律
家
と
い
う
専
門
家
に
と
っ
て
、

漢
詩
と
い
う
も
の
は
、

訓
読
を
媒
介
と
し
な
い
で
字
義
の
結
合
が
た
だ
ち
に

概
念
を
喚
起
す
る
役
目
を
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ、

い

わ
ば
一

種
の
符
牒
の
よ
う
な
役
割
を
こ
れ
ら
の
音
読
語
は
果
た
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
と
怨
像
さ
れ
る
。

も
と
よ
り
漢
字
に
し
た
し
み
、

漢
字
の
素
養
の

深
か
っ
た
明
治
時
代
の
知
識
人、

専
門
家
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
可
能
な
こ
と

な
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
こ
の
こ
と
は
必
ら
ず
し
も
た
だ
ち
に
法
律
家

の
法
律
的
思
考
の
特
色
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く、

む
し
ろ
彼
等
の
漢
字

的
教
養
の
深
さ
を
示
す
特
異
な
現
象
で
あ
る
と
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

さ
き
に
あ
げ
た
「
応
為
」
「
応
有」
「
当
務
」
「
当
行
」

な
ど
の
用
語
を
作
り
出

す
地
盤
と、

「
不
応
為
」

そ
の
他
の
専
門
用
語
を
受
け
入
れ
る
地
盤
と
は、

ま
さ
に
共
通
の
世
界
に
基
礎
を
置
く
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う。

そ
の
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辺の
事情に
関し
て
は
な
お
後
段に
お
い
て
考
察を
進め
よ
うと
思
う 。

と
ま
れ 、
「
不
応
為」
と
い
う
用語の
命
名は
清
律な
ど
か
ら
直
接の
発

想
法を
学ん
だ
もの
で
あ
り 、
その
源
流と
し
て
は
応
用の
広い
同
類の
用

語
法が
あ
わ
せ
て
流れ
こ
みかつ
背
景
を
な
して
い
た
こ
と
が
明らか
に
な

っ
た
と
思
う 。

(
未
完)

一
の
注

(1)
た
と
え
ば
松
村
明
氏は 、
現
代語の
歴
史を
五
期に
区
分し 、

明
治
時
代に
つ
い
て
は

初
期
(
十
年
代の
終わ
り
ま
で)

東
京
語の
形
成
期

後
期(
末
年ま
で)

東
京語の
確
立
期

の
二
期に
区分す
る
(「
現
代
語の
成
立と
発
展」
『
解
釈と
鑑
賞』
昭

和二
十
九
年
四
月
号) 。
明
治二
十
年

ご
ろに
境
界をお
く
こ
と
は
諸

家に
共通の
よ
うで
ある 。

よしお

(2)
個
人の
例と
し
て
は 、
近ご
ろ
まで
普
通
文
を
使っ
た
山
田
孝
雄

博
士が
ある 。

(3)
「
鱗
盗」
は
「強
盗」
の
対語で
あ
る 。
「
強
盗」
の
強
は「
強
取」

で
あ
るか
ら 、
それの
対
語で
あ
る
「
籍
取」
も 、「ひ
そか
に
と
る」

で
ある 。
「
ぬ
すみ
と
る」
で
は
ない 。
し
た
がっ
て
「
締
盗」
の
字

詰棋は 、
「ぬ
す
み
ぬ
寸
む」
で
は
な
くて 、
「ひ
そか
に
ぬ
す
む」
で
あ

る 。
(4)
参
照
『明
治
初
期の
新
聞の
用語』(昭
和白
年)
4ベ-
mへ 。

(5)
「
郵
便
報
知
新
聞」
(
明
治
十
年i
十一
年)
に
あ
ら
わ
れた
同
類

の
現
象の一
部は 、
『
昭
和
田
年
度
国
立
国
語
研
究
所
年
報
印』
m

l
m
ベ
に
発
表
さ
れ
て
レ
る
(
執
筆 、
山
田・
見
坊) 。

(6)
山山
典や
集
者の
異な
る
同
例・
類
例の
中か
ら一
例だ
け
を
示
す 。

以
下の
引
用
も同じ 。

(7)
「
よ
り
外な
ら
ず」
の
ほか
に 、
「
希
望スル
所ハ
公ニ
スル
ノ
外

ナ
ラス」
(福
沢諭士口
『
時
事小
言』
明ペ)
の
形
もな
い
では
ない 。

ス
ル

ナ
ヲ

1J

ま
た 、
「
労
力
経
営
者 。
不レ
外エ
民人
共
享
之
利
ご
(
中
村
敬
太
郎
訳

『自
由
之
理』
向
序)
の
例
も
ある 。
だ
か
ら 、
引
用文
以
外の
連語

形
式が
絶
無だっ
た
と
主
張する
つ
もりで
は
ない 。
使
用
年
代に
つ

い
て
も 、
「此
篇光
索
ヲ
略j
混
索ノ
ミ
ヲ
説
ク
光ノ
能
力ハ
火ノ

n'
タ
ト
ス
ト
フ

能
力ヨ
リ
外ナ
ラズ」
(
宇田
川
格
荏
訳
『
舎密
関
宗』巻一
9
オ
天

保8
年
刊)
の
よ
う
な
例が
蘭
学
舎に
もある
か
ら 、
明
治
前
期に
特

有の
用
法だっ
た
と
も
患っ
てい
ない 。
ほか
の
ば
あい
も
そ
うだ
が 、

引
用
例は
あ
くまで
も一
例の
資格で
あっ
て 、
語形
と
時
代を
きび

し
く
限
定する
もの
で
は
ない 。

(8)
終止
形に
改め
て
示す 。
(
)
の
中は
筆
者
名 。
必
要に
応じ

て
支
配
す
る
格
助-詞
を一践に
添えて
示す 。
すべ
て
『昭
和
泊
年
度

国
立
国
語
研
究
所
年報
日』
に
報
告し
た
学
術
論
説
的
文
献か
らの

用
例で
あ
る 。

(9)
池
上
禎
造氏の
用語に
従う 。
参
照「
近
代円
本語器開
業」
(『
金

回一
博
士
記
念
論
叢』〔
昭
和却
年〕
所
収)

(凶)
こ
の
よ
うな
例
語は 、
池
上
禎
造
氏も
あ
げてい
る 。
参
照「
近

代日
本語と
漢
語
語
実」
(明
和お
年)
「
漢語
流
行の一
時
期」
(
昭

和辺
年「
国
語
国
文」
二
六
の
六) 。
こ
こ
に
は
示
さ
なかっ
た
が 、「
切

迫ナ
リ」
式の
用語
もあ
る 。

なお 、
b
仰は 、
現
代語に
お
い
て 、
助
詞
を
介さ
ない
で
連
用
修
飾
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明治前期の用語「応為J í応有」について

語を
と
り
うる
もの
で
あ
る 。

(日)
現
代
語の
「
概し
て」
は 、

え
ば士

農工
商
共ニ
独
立シ
テ
国ヲ
守ラ
ザル
可ラズ
概シ
テコ
レ
ヲ
云

へ
パ
l
(
福
沢
諭吉
『学
問ノ
ス
ス
メ』)

今
我カ
国
人
民ノ
性
質ヲ
概シ
テ
之
ヲ
論ス
レハ 、
l(
西
周
「
国

民
気
風
論」)

之ニ
加フル
ニ
院
省使
府
県
弁-一
平
民
雇フ
所ノ
外
国
教
師ノ
給
料

概スル
ニ
二
百
万
円i
(
津田
真
道
「
保
護
税
ヲ
非トスル
説」)

故ニ
漢
婦
概スル
ニ
皆
碑
披
独
歩スベ
カ
ラス 。
(
津田
真
道
「
服

章
論」)

以
上
論ス
ル
所ヲ
祭ス
レハ
今ノ
世ノ
学
者
I
宮ニ
在テ
事
ヲ
為ス

ト
l
私立スル
トノ
利
害
得
失ヲ
述へ
本
論ハ
私
立-一
左
祖シ
タル

モ
ノ
ナ
リ
(
福
沢
諭
吉
『学
問ノ
ス、
メ』)

譜フ
其
小
ナル
者
ヲ
以テ
其
大ナル
者ヲ
概セ
ン
ト
(西
周
「
洋
字

ヲ
以
テ
国
語ヲ
書スル
ノ
論」)

な
どの
自
由な
用
法が
局
限さ
れ 、
動
詞と
し
て
の
意
識が
忘
れ
ら
れ

て
成
立し
た
遺
物なの
で
ある 。
「
要
す
るに」
も
同
様に 、
要
約
す

る
と
い
う
意
味の
動
詞
「
要ス」
の
自
由な
用
法 、
た
と
え
ば

其
大
意
ヲ
要ス
レパ
(
福
沢
諭
吉
『
民
間経
済
録』)

此
訴ニ
答フル
者ノ
言ヲ
要スル
ニ
日
夕 、
-{且シ
ク
之
ヲ
以テ
規

矩
ト
ナスベ
シ
ト 、
(
松
島
剛
訳
『社
会
平
権
論』)

な
どか
ら
し
だい
に
独
立
し
た
もの
で
あ
る 。

(ロ)
オ
ラン
ダ
医
学の
翻訳
書に
多
く
見え
る
こ
と
ば
で
あ
る 。

「
概ス」
の
い
ろい
ろの
形 、
た
と

炭
酸
瓦
斯
ヲ
含ム
水
鰍酸
ハ
利
街スル
美味ア
リ
(
宇
田
川
格
荏訳

『舎
密
関
宗』)

唆
笑ハ
常ニ
精
神
或ハ
身
体ノ
著キ
刺
戟
物神
経
系
ヲ
刺
衝スル-一

由ル
(
青
木
坦
浩
斎訳
『察
病
亀
鑑』)

むろん
「
刺
衝」
と
い
う
体言形
もあっ
た 。
「
刺
衝」
は
「
刺
戟
衝

動」
の
省
略
形で
は
ない
か
と
思う 。
前
引
『察
病
亀
鑑』
に

「
故-一
諸々
ノ
刺
戟
衝動
能ク
胆液
分
泌ヲ
前
盛シ」
と
ある 。

(日)
発
達は 、
ハ
ツ
ダ
ツ
とに
ごっ
て
よん
だ
もの
ら
しい 。
ヘ
ボ
ン

に→Z〉叶印N1ロ〉叶印N
(
初
版、
慶
応4
年)
国〉斗印C1ロ〉4mC(
再
版、

明
治5
年 。
三
版 、
明
治印
年)
と
ある
ほか 、
当
時の
辞
書 、
言
語

作
品の
ル
ど
な
ど
で
も 、
ダ
とに
ごっ
てい
る
もの
が
多い 。

(M)
普
通は 、
「
サ
テコ
ノ
休暇
ヲ 、
工
業ナ
リ 、
歓
楽
ナ
リ 、
諸工
人

ノ
自
由ニ
任スル
ト
キハ 、」
(
中
村
敬
太
郎)
の
よ
うに 、
二
つ
相
並

ん
で
使わ
れ
るこ
と
が
多い
が 、
時に
よ
り 、一二つ 、
四つ 、
多い
と
き

は
六つ
も
使わ
れ
るこ
と
が
ある 。
その
極
端な一
例を
あ
げる
と 、

衣
服
ナ
リ

飲
食
ナ
リ

居
住
ナ
リ、

法
律
ナ
リ

政
事
ナ
リ

風
俗
ナ
リ

其
他

百工
学
術ニ
至ル
7
テ
i
(
西
周)

(日)
た
と
え
ば

有
力ノ
人
物
政
府ヲ
離レ
ナパ
官
務ニ
差
支アル
可シ(
福
沢
諭士口)

「
なば」
が
私の
注
意を
引くの
は 、
漢文
直訳
休の
普
通文に 、
和

文
脈の
助
動
詞
「ぬ」
の
活
用形が
あ
ら
わ
れ
るか
らで
あ
ろ
う 。

(時)
『西
洋
事
情』
初
編 、
外
編 、
二一編を
通
覧
するに 、「
与へ
リ」

「
見は
れ
り」
「
浮ぺ
り」
「
極め
り」
「
定め
り」
「(
勿ら)
し
め
り」

「
備へ
り」
「
助け
り」
「(を)
建て
り」
「
伝へ
り」
「
唱へ
リ」
「
名
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け
り」
「
嘗め
り」
「
始め
り」
「
広め
り」
「
設け
り」
な
ど
の
例が
散

見
する〔
刊行
波
版
全集に
よ
る〕 。
もと
よ
りこ
れ
は
福
沢に
限っ
た
こ

と
で
は
な
く 、
ほか
の
著
者に
も
用
例が
多レ 。

(げ)
こ
の
語
集
表に
は
さい
わい
に
も 、
採
集
さ
れ
た
すべ
て
の
語
を

あ
げて
あるの
で
(人
名・
地
名の
大
部
分は
除くて
台
帳と
し
て

の
資
格は
十分
そ
な
えて
い
る 。
語
業
表は 、
度
数
十以
上の
表 、
度

数
九
t一
の
表 、
追
加
語
集
表の
三
種に
分か
れ 、
計三
O 、
九
三
七

語
を
収め
て
ある 。

(同)
7
卜レ
の
「
証
拠語」
ヨc
zbB05
ない
し
は
「
キー
ワ
ー
ド」

Bo
z-小
の
考え
方に
よ
れば 、
「
文
明
開
化」
「
言
路
洞
関」
「
人
民」

な
どの
よ
う
な 、
こ
の
時
期に
愛
好さ
れ
た
用
語
をこ
そ
取
り
あ
げる

べ
きか
もし
れ
ない
が 、
こ
の
論文の
目
的は
そこ
に
ない 。

二
の
注

(1)
以
下に
論じ
るこ
と
が
ら
の
資
料は 、
主と
し
て
『郵
便
報
知
新

聞』
(
明
治
十
年十一
月か
ら一
か
年
分)
の
話
実
表お
よ
び 、
明
治二

十
年
まで
に
刊
行さ
れ
た
学
術・
論
説
文
的文
献
(
五
十
五
冊 、
約
五

千三
百ペ
ージ)
に
仰い
だ 。『郵
便
報
知
新
聞』
は
全文の
六
分の一

強が
利
用さ
れ 、
学
術・
論
説文
的文
献は
全文が
利
用さ
れ
た 。
い

ず
れ
も
国
立
国
語
研
究
所
近
代語
研
究
室の
調
査に
か
か
る
成
果で
あ

る 。
後
者の
書
名と
内
符の
解
説 、
な
ら
びに
こ
の
作
業の
概
要は
『昭

和
M
年
度
国
立
国
語
研
究
所
年
報
叩』
m
i
mぺ
に
発
表し
て
あ

る
(
執
筆は
広
浜
〔文
献
解
説〕 、
見坊
〔
作
業
概
要〕) 。
た
だ
し 、

『年
報』
の
紙
数の
関
係で
語
骨晶
表の
全
部は
あ
げ
ら
れ
な
かっ
た 。

こ
の
作
業で
『明
治
初
期の
新
聞の
用
語』
の
語
実に
対し
て
九 、
八

六
O
語が
追
加
さ
れ
た 。
結
局 、
近
代語
研
究
室の
語
会
表に
登
録
き

れ
た
用
語は
都
合四
O 、
七
九
七
語に
お
よ
ぶ 。
近
代語
研
究
室で
は

ひ
きつ
づ
き 、
同じ
期
間に
つ
い
て 、
小
新
閥 、
小
説
類の
用
語
調
査

を
進め
て
い
る 。

(2)
「
応」
で
始まる
訴で
も 、
「
応じ
る」
意
味の
語は
取り
上
げ
な

ぃ 。
「
応
薩」
(
薩
摩
寧に
応じ
るこ
と)
(
『郵
便
報
知』)
「
応
動」

(
原
鶴
巣)
など
は
その
意
味で
取
り
あ
げ
ない 。
ま
た 、
「
応
来」

(
『駿
尾
因
子』
『鳳
鳴
新
誌』)
「
応
頼
芸
者」
司郵
便
報
知
新
聞』)

は
色
2四Z
の
音訳
語で 、
み
ずて
ん
芸
者のこ
と
で
ある
(
参
照 、

『開
明
治
事
物
起原』)
か
ら 、
こ
れ
ま
た
取り
あ
げ
ない 。

(3)
「
応
為」
に
|線を
施し 、
「
応
有」
「
不
応
有」
に1
1
線を
施

して
区
別し
や
すい
よ
うに
し
た 。
なお 、
こ
の
引
用
文に
は
標
本
調

査の
サン
プル
以
外の
使
用
例も
含ま
れて
い
る 。

(4)
こ
の
社
説に
「
不
応
為」
が
出
現し
ない
の
に
は
理
由が
ある 。

「
不
応為」
は
刑
法の
罪
名なの
で
あ
る 。
「
不
応
有」
が
「
応
有」
の

た
ん
なる
打ち
消し
で
ある
の
と
は
ち
が
う 。
し
た
がっ
て 、
表
中の

O
と
2
と
の
差は
本
質的な
差なの
で
ある 。

(5)
『明
治
初
期の
新
聞の
用
語』
9ペ 。

(6)
「
存じ
る・
保
存」
な
ど
とい
うか
ら
「
存
在」
は「ゾン
ザ
イ」

と
読
む
もの
と
判
断し 、
「ニ
ン
ゲン
ノ
ゾン
ザ
イ
リュ
ウ」
に
つ
い

て
講
演を
行なっ
た
文
学
者
を
知っ
て
い
る 。
イチグン

(7)
『日
誌
字
解』(
明治2
年)
の「一
群ヒ トムレ」
が
『五
香
合本』

イヲグン

中の
「
大
正
漢語
字
円以」に
は「|
群以川」
と
ある
な
ど
は
その
一
例

で
ある 。
総じて
「
大正
漢語{子
会」
の
「一」
で
始ま
る
渓語に
は
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明治前期の用語「応為J I応有」について

イ
ヲ
グ
ウ

イ
ツ
ヲ
マ
ウ

イ
ツ
オ
ウ

イ
ツ
47
グ

イ
ヲ
ア
タ

イ
ヲ
メ
イ

イ
ヲ
ヰ
y

「ー
老・
l
場・
|
応・
l
族・
l
援・
|
名・
l
員」
な
ど
のル
ピ

が
多い
の
で
ある
が 、
同
書「
節
用
集」
の
部の
それ
は
大
部
分の
語

が
「
大
E
漢
語
字
公」
と
重な
ら
ず 、
ル
ピ
も
「
イ
チ」
と
示さ
れ
て

い
て 、
語の
位
相の
差が
はっ
き
り
うか
が
わ
れる 。
も
っ
と
も 、

イ
ヲ
ダ
イ

イ
チ
ず
イ

「
1
概
(「
大
正
漢
語」)
「
l
築」(「
節
用」)
のよ
うに一
語
異
語
形の

イ
ヲ
ア
グ

イ
ヲ
ア
タ

もの 、「
l援」
(「
大正
漢
語」)
「
l握」
(
「
節
用」)
の
よ
うに一一諮

問
語
形の
もの
も
少し
は
ある 。

(8)
『
布
令
字
弁』(
明
治1
年
刊)
に
は
「
剥 キ
開
f
fF I刀」
と
ある

とうけい

の
に 、
『御
布
告
往
来』
二
編
(
明
治6
年
刊)
に
は
「
東
京」
と
あ

り 、
実
際の
出
版
物に
も
「ト
ウ
ケ
イ」
「と
う
けい」
のル
ピつ
き

が
現わ
れ
て
い
るこ
と
は
周
知の
こ
と
で
ある 。
こ
れ
は 、
一
方は
京

都 、
京に
類
推し 、
他
方は
京
師 、
京
畿に
類
推し
た
か
らで
あ
ろ
う 。

ヲ
コ今

ふ
こ〈

「
布t
E
に
し
て
か
ら
が 、
「
布
告」
(『布
令
字
弁)
「
布
告」
(
『
御

布
告
往
来』)
と
対立
さ
れ
たの
で
は 、
各
資
料の
言
語
的
性
格の
考
察

か
ら
始め
なけ
れ
ば
ど
うに
も
利
用で
きない
と
い
うこ
とに
なる 。

(9)
明
治
前
期の
文
献の
ル
ビ
の
性
質に
つ
い
て
は
池
上
禎
造
氏に
論

が
ある(「
圏
諸
国
文」
昭
和
幻
年4
月
号) 。
な
お 、「
字
傍ノ
訓
或ハ

下
文へ
読
ミ
続ケ
悪シ
キモ
ノ
アル
可シ
元卜
初
学ノ
記
憶ヲ
助クル

ニ
備フ
レハ
訓-一
白ラズ
シ
テ
直ニ
音ヲ
以
テ
之ヲ
読
ミ
下ス
可シ」

(
『
英
氏
経
済
論』
凡
例 、
明
治4
年刊)
と
ある
の
な
ど
は v
ま
れに
見

る
親
切と
い
うよ
り
ほ
か
は
ない 。
ち
な
みに 、『
郵
便
報
知
新
聞』
の

ル
ビ
の
実
状につ
い
て
は
『明
治
初
期の
新
聞の
用
語』
に
くわ
しい

(
担
当 、
進
藤) 。

(叩)
「
損
害ヲ
与フ
寸
大ナル
モ
ノ
ナ
リ」
(
青田
純 ぉ
『
内
地
雑
居
之

準
備』
の
「
与フ」
が
「
与フル」
の
誤
植で
ある
か
誤
用で
あるか

を
判
定
するこ
と
は 、
こ
れ一
例だけ
で
は
ほ
とん
ど
困
難で
ある 。

しか
し 、
「
行は
る
が
如し」(
回口
卯
吉)
「
行ハ
ル
カモ
知ラ
サレ

足」
(
青田
節)
「
恐る
色」
(
田口
卯
吉)
「
衰フモ
ノ」
(
小
幡
篤
次

郎)
「
天
詠セ
ラル
事」
(
山田・
大
角)
「
答
礼セ
ラル
寸」
(
福
地
源

一
郎)
な
ど
十
数の
用
例が
集まる
につ
れて 、
誤
植の
可
能
性は
ま

す
ま
す
減少
し
て
くる 。

(日)
一
例と
し
てヘ
ボン
の
各
版に
お
け
る
「
女
子」

遷
を
あ
げ
よ
う 。

「音口預m」
の
持久

初
版

再
版

三
版

「】O印回目

一
Zd「omZ【

。何Zの0
0円
。何Zの40

女
子

z wdR0・印
呂

ZH吋0・m
E

ロ
室五ロロ

ナ
シ

。何Z・0H吋O

カウレィ・
;
白F

(
ロ)
『大
正
漢
語
字
会』
に
「
綱領材料引 いじ
と
あり 、
また 、
近
藤

圭三
『
建
一競合
巻
注
釈』
(
明
治丹，a
年)
の
目
録
その
他に
「カ
ウ

レ
イ」
と
ふ
りが
な
が
あるの
に
従う 。

(日)
改
定
律例の
条
例
名は
すべ
て
頭か
ら
背
読
する 。
新
律綱
領は

返り
点が
ある
か
ら
訓
読
する 。

(U)
こ
の
条
例は 、
明
治
九
年四
月
十九
日
に
「
遺
失
物取
扱
規
則」

と
改め
ら
れ 、
第二
百
八
十五
条に
あた
る
条
文は 、

第
十二
条
凡一
切
応
禁ノ
物ヲ
得レハ
遺
失
及ヒ
埋
蔵ヲ
論セ
ス
並

ニ
官ニ
没ス

と
なっ
た 。

(日)
『改
定
律
例』
に
あら
わ
れた
「
応
禁」
とい
う
用
語の
実
例は
95 



こ
の
二
例
だ
けで
あ
る 。

(Mm)
大
林は 、
こ
の
投
書の
別の
と
こ
ろで 、「
応
務の
職分」(
参
照 、

5
ω「
応
務」の
用
例)「
当
行ノ
責
任」
を
そ
れ
ぞ
れ一
回
用い
て
い
る 。

(げ)
福
沢は
『西
洋
事
情』
の
な
か
で
数
回「
当
務の
職
分」とか
「
当

務の
要」
と
か
くりか
え
し
て
い
る
が 、
一
例
をの
ぞ
き
すべ
て
「
当

務の
職
分」
で
あ
る 。
「
職分」
は
含々
の
訳
語で 、
井
上
哲
次
郎

『
哲
学
字長』(
明治凶
年
初
版)
の
訳
語が
早い
使
用
例で
あ
る 。
英

和
辞
書の
訳
語と
して
は 、
井
波
他次
郎
『
新
撰
英
和
字
典』(
明治四

年1
月
刊)
が
初
出
ら
しい 。
福
沢は
なお『時
事
小
言』(
明治M
年
免

許)
で
も「
諸
書
記
官各
其
当
務ノ
権
限
内ニ
居テ」
と
使っ
てい
る 。

(問)
「
政
府の
当
務」
の
原
題は 、

叶70
MMHO勺
2
ω目urmw
B
D向
。D〈OHロ
ヨ
gH
(H∞印())

で
あ
る 。
(開口口
三一口
志向牛g
∞
号
228
に
よ
る)

(四)
「
当
務」
と
い
う語で
も 、
次の
よ
うなの
は
構
成が
ち
が
うか

ら
取り
あ
げ
ない 。

密カニ
人ニ
頼リ
テ
其書
ヲ
当
務ノ
有
司-一
致セ
リ(
藤
田
茂
吉『文

明
東
漸
史』)

こ
れは「
事
務に
あた
る」
とい
う
構
成で
あ
る 。
三の
注(9)
参
照 。

(却)
こ
の
箇
条は
明
治八
年
九
月に
廃
止
さ
れ
た
(
太
政
官
布
告
第百

三
十
七
号)
が 、
そ
れ
は
議
誇
律(
明
治八
年六
月二
十八
日
公布)
な
ど

の一
一層
苛
酷な
処
罰
令を
作っ
た
か
ら
で
あっ
た 。
(
議
誘
律の
説
明

に
照ら
せ
ば 、
「
議
誘」
と
は 、
「
議設」
「
誹
誇」
の
短
縮
形で
あ
る)

(幻)
もっ
と
も 、
明
治
元
年制
定の
仮
刑
律
中に
も不
応
為
罪は
規
定

さ
れて
い
る 。仮
刑
律に
坐
臓 、
不
応
為
界
等を
認め
た
の
は
養
老
律に

な
らっ
た
もの
で
あ
る
角明
治
文
化
史』
法
制
編
〔
石
井
良
助
編〕

mベ) 。そ
し
て
養
老
体の
源
流はい
う
まで
もな
く
唐
律で
あっ
た 。

(辺)
古い
と
こ
ろで
は 、
『
律令
字
類』
(
明
治
7
年)
に
「
不レ応レ

フ
オ
ウ
ィ
，
MV
ヲ

為」 、
『大
増
補
漢
語
解
大
全』(
明
治7
年)
に
「
不
応
為
律」 、
と
出

て
い
る 。

(お)
唐
律お
よ
び
養
老
律に
は
罪
名が
題自に
あがっ
て
い
ない
けれ

ど
も 、
清
律に
は
「
不
応
為」
とい
う
題
目がつ
い
て
い
る
弓大
清
律

例
会
通
新
纂』) 。
し
て
み
る
と 、
「
不
応
得
為」
を
省
略して
「
不
応

為」と
言うの
は日
本
だ
けの
発
明で
は
なかっ
た
の
か
もし
れ
ない 。

ま
た 、
渡
辺
万
蔵氏に
よ
れ
ば 、
「
不
応
為」
規
定の
精
神は 、
明
治

刑
法
第百
五
十二
条の
証
拠
運
滅の
処
罰
規
定の
中に
生か
さ
れて
い

4ま

，
ヲ
プ
シ

る
とい
う(『一
現
行法
律語の
史的
考
察』
ルペ)
が 、「
比
条
ハ 。
律
文

ナ

a
a

ト
f

ナ
ス

ニ
見ズ
足 。
道
理
上ニ
於テ 。
為
サ
レ
ヌ
寸
ヲ
為ス
科ヲ 。
為ヲ
云

フ
ナ
リ 。」
(近

堅苦一『

認融欄合
巻
注
釈』)
と
お
る
と
お
り 、
必ら

ず
し
も
証
拠
浬
滅の
罪ばか
り
を
規定し
た
もの
で
は
ない
と
思
う 。

清
律の
注
釈に
「
世
之
事
変百
出
人之
情
態
無
窮
律
例
不
能
該
載
故
著

此
不
応
得
為
之一
条
以
補未
備」
と
ある
と
お
り 、
あ
く
まで
も
処
罰

規
定の
不
備を
補うの
が
趣
旨で
あっ
た
ろ
う 。
証
拠
浬
滅とい
う
新

しい
思
想は 、
た
また
ま
その
条文に
その
規
定を
欠くが
ゆ
えに 、

「
その
他」
に
当た
る
「
不
応
為」
の一
部に
包
含
さ
れ
るに
至っ
た

の
で
は
ある
まい
か 。
専
門の
方の
教
示を
得たい 。

(出)
『
律令
字
類』
の
次の
ル
ピ
は 、
きわ
め
て
興
味
あ
る
傍
証で
あ

ヰ

ク

ヒ

ナ
ン

イ
ン

マ
ン
エ
ウ

タ
ヲ
又
カ

や
ン

キ
ウ

エ
キ
nv

フ

る 。
「
為レ
事
避レ
難」
「
隠明購入={自
家一
産よ」
「
文
書
応レ
給レ
駅
而
不レ

年今給」
(い
ずれ
も
注
記の
部分を
は
ぶ
く)
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